
以下の英文を、

⑴「訳とスラッシュのついた英文」

⇩

⑵「スラッシュのみのついた英文」

⇩

⑶「原文 自分でスラッシュを引きながら読む 」

の順に何度も読み、スラッシュリーディングのコツをつかむ練習を重ねてください。

なお、スラッシュ・リーディングを使っての読み方の詳しいルールについては、

「センター英語９割ＧＥＴの攻略法」 語学春秋社刊 もしくは「スマートリーデ

ィング 」 アルク刊 を参照してください。

⒈

⑴

｢いつ人は老いるのだろうか｣ ｢多くの個人がいる｣ ｢依然として若々しい 多くの個人がいる ｣

｢ 歳あるいはそれ以上で も ｣ ｢その一方年老いて見える人もいる｣ ｢ 代で｣

｢別の観点から見れば｣ ｢例えば相撲取りは年寄りである｣

｢ 代で｣ ｢その一方､芸術家の最高潮期はやってくるかもしれない｣ ｢ 代に｣

｢あるいはもっと遅く に ｣ ｢しかし一般的に｣ ｢人は老いる 年寄りになる ｣

｢社会が彼らを老いた 年寄りだ とみなした時に｣ ｢つまり｣ ｢彼らが仕事を引退した時に｣

｢ 歳か 歳で 引退した時に ｣
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｢今日では｣ ｢しかしながら｣ ｢仕事技能に対する要求が｣

｢ますます人々を老いさせてしまっている｣ ｢退職前に｣

｢年配の労働者は頼りがいがあるのだけれど｣ ｢そして 人に 与えるべきものをたくさん持っているのだけれど｣

｢長年の経験から 与えるべきものを ｣ ｢彼らは不利な立場に置かれてしまっている｣

｢急速な発展によって｣ ｢科学技術の 急速な発展によって ｣

｢年配の人々はたいてい難しいと思うものだ｣ ｢新しい技能を身に付けるのは 難しいと思うものだ ｣

｢科学技術の変化によって必要となる 新しい技能 ｣ ｢そして持っていないのである｣

｢同じ教育の機会を｣ ｢若い労働者と 同じ教育の機会を ｣

｢ついに仕事を離れ退職する時｣ ｢人々は更なる問題に直面する｣

｢その大多数はほとんどあるいは全く支援を受けないのである｣

｢新しい状況に適応する際における 支援を ｣ ｢地域社会の中で｣

｢おまけに｣ ｢今日の社会は｣ ｢明確なｲﾒｰジを持っていないように見えるので｣
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｢その社会の年配の構成員がどのような位置を占めるべきかについての 明確なｲﾒｰジ ｣ ｢彼らに提供できていないのである｣

｢十分な機会を 提供できていない ｣ ｢満足のいく社会的役割を持つための 十分な機会 ｣ ｢退職後に｣

｢過去においては｣ ｢お年寄りは専門家とみなされていたものだった｣

｢様々な人生の問題を解決する 専門家 ｣

｢今日では｣ ｢しかしながら｣ ｢彼らはもはやそのようなものとしてみなされていない｣

そのようなものとして

｢そして滅多に期待されないのだ｣ ｢重要な役割を果たすとは 滅多に期待されない ｣

｢社会的経済的な問題や､地域社会の問題において｣

｢高齢者の数と共に｣ ｢人口の中の 高齢者 ｣ ｢急速に増加している 高齢者の数 ｣

｢我々は大いに機会を増やしそして改善する必要がある｣

｢彼らに提供される 機会 ｣ ｢彼らが社会に参画できるよう｣

｢威厳と尊敬の念と共に 社会に参画する ｣
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センター試験

【全訳】

人はいつ老いるのだろうか。 かそれ以上でも、まだ「若く」見える人も多くいるが、

その一方、 代でも「年寄り」に見える人もいる。別の観点から言うと、例えば相撲取りは

代で「年寄り」であるが、芸術家の最高潮期は、 代かそれ以降に到来するかもしれない。

しかし一般的に、人は社会がその人を年寄りと考えるとき、つまり、 歳か 歳あたりで退

職するときに年寄りとなる。

しかし、今日では新しい仕事技術に対する要求があるために、人々はますます、退職前に

老いてしまっている。年輩の労働者は頼りがいがあり、長年にわたる経験から、人に与える

ものをたくさん持っているけれども、科学技術の急速な発展のために不利な立場に置かれて

いる。年輩の人々は普通、科学技術の変化が要求する新しい技術を身につけるのをより困難

であると思うし、若い労働者と同じ教育を受ける機会を持たないのである。

ついに仕事を離れて退職する時に、人々は更に大きな問題に直面する。その大多数は地域

社会の中で自分の置かれた新しい状況に適応するのにほとんど、あるいは全く援助を受けな

い。更に、現在の社会はその社会の年輩の構成員がどのよぅな位置を占めるべきかについて

のはっきりとしたイメージを持ち合わせていないので、退職後に満足のいく社会的役割を持

つのに十分な機会を、彼らに与えることができないのである。

過去には，老人は人生の様々な問題を解決する専門家と見なされたものであった。しかし

今日では、彼らはもはやそのようには見なされず、社会的、経済的な問題や地域社会の問題

で重要な役割を果たすように期待されることはめったにない。人口の中での年輩者の数が急

速に増加しているので、彼らが堂々とまた周囲から尊敬されて社会に参加できるよう、彼ら

に与えられる機会を増やし、また改善する必要が大いにある。
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⒉

⑴

｢今日では｣ ｢人々はより多くの時間を使っている｣ ｢自分の仕事から離れた より多くの時間 ｣ ｢以前よりも｣

｢科学技術の発展 達 は｣ ｢着実に労働時間を短縮した｣

｢大多数の人々の 労働時間 ｣ ｢そして 以下という事実は｣ ｢人々長生きするようになっている という事実 ｣

｢また時間を増加させた｣ ｢働いていない環境の中で使われる 時間 ｣ ｢その結果として｣

｢多くの人々は｣ ｢より多くの余暇に適応せねばならなくなっている｣

｢予想した以上の 多くの余暇 ｣ ｢そしてこの新たに見いだされた余暇が様々な問題を引き起こしてきたのである｣

｢歴史的には｣ ｢重点が仕事に置かれてきた｣

｢そして最近の考え方も依然として反映している｣ ｢この従来の考え方の影響 を反映している ｣

｢今日でさえ｣ ｢多くの人々は依然 以下のことを信じている｣ ｢余暇は主に使われるべきである と信じている ｣

｢活力と体力を回復するために 使われるべきである ｣ ｢より多くのそしてより良い仕事のために 回復する ｣

｢余暇はそれ故､これまで見なされてきた｣ ｢目的のための手段として 見なされてきた ｣
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｢生産効率の増大と生活水準の向上と共に｣

｢新たな考えが出てきている｣ ｢そしてその 考えの 中では､余暇が見なされている｣

｢単なる回復手段以上のものであると 見なされている ｣ ｢仕事のための 回復手段 ｣ ｢余暇は今では見なされている｣

｢ますます多くの人々によって｣ ｢現代生活の重要な一部であると 見なされている ｣

｢彼らは 以下のように考えている｣ ｢余暇の時間を使うことは｣

｢やりがいのある経験であるべきだと 考えている ｣ ｢それ自体､そして本質的に やりがいのある経験 ｣

｢余暇と仕事に対する考え方は｣ ｢変化しつつある｣

｢仕事の機械化の増大は 以下のことを意味するようになった｣

｢より多くの人々が今で自分の仕事以外を見ている｣

 で｢ を探す｣というｲデｨｵﾑに

が挿入されたと見てもいい｡ は｢～を越えて｣から転じて

｢満足のいく人生経験を求めて｣ ｢～以外に｣と訳すといい｡

｢このことがある変化をもたらしている｣ ｢重点における 変化 ｣

｢仕事中心の活動から､余暇と家庭中心の活動への 重点の変化 ｣
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｢特に若い世代の間で もたらしている ｣

｢しかしながら｣ ｢そのような新しい考え方が従来の考え方に完全に取って代わったというわけではないので｣

｢多くの人々は 以下という問題に直面している｣ ｢余暇がどのような役割を生活の中で果たすべきか という問題 ｣

｢良心の呵責を感じる人もいる｣ ｢自由時間が増えたことに対して 良心の呵責を感じる ｣ ｢そしてより多くの仕事を求める 人もいる ｣

｢余暇時間を避けるために｣ ｢その一方､ 以下のような余暇活動を熱心に追い求める人もいる｣

｢仕事と似たような 余暇活動 ｣ ｢労働時間が短くなるにつれて｣

｢より有意義なバﾗﾝｽが見いだされなければならない｣ ｢仕事と遊びの間に 見いだされなければならない ｣
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センター試験

【全訳】

現在では、人々は以前よりも長時間仕事から離れた時間を過ごしている。科学技術の進歩
のおかげで、着実に多数の人々の労働時間は短縮され、そして人々の寿命が延びたという事
実によって、働いていない環境の中で使われる時間も増加するに至った。その結果、多くの
人々は予想以上にたくさんの余暇に適応せねばならなくなったのである。そして、この新し
く見出された余暇が様々な問題を引き起こしてきたのである。
歴史的には、仕事に重点が置かれてきたので、最近の態度にもまだこの従来の考え方の影

響が反映している。今日でもまだ多くの人々は、余暇は、主としてより多く、のそしてより
よい仕事をこなすための活カと体力を回復するために使われるべきだと信じている。つまり、
余暇は目的のための手段とみなされてきたのである。
生産効率の増大と生活水準の上昇とともに、余暇が仕事のための単なる回復手段以上のも

のとみなされる新しい考えがでてきた。余暇は、今ではますます多くの人々に、現代生活の
重要な一部分とみなされている。これらの人々は、余暇の時間を使うことは、本質的にそし
て自然に、やりがいのある経験であるべきだと考えている。
余暇と仕事に対する態度は変化している。仕事の機械化の増大は、より多くの人が仕事の

他に自分で満足のいく人生経験を求めているということを意味するようになった。その結果、
仕事中心の活動から、余暇と家庭中心の活動への重点の変化が、特に若い世代の間で起こっ
た。しかしこの新しい考えは、従来の考えに完全に取って代わったわけではないから、多く
の人が余暇が人生の中で、どのような役割を果たすべきかという問題にぶつかっている。自
由時間の増加について気に病んで余暇時間を避けるためによりたくさんの仕事を求める人も
いれば、仕事と似通った余暇活動を熱心に追い求める人もいる。労働時間が短縮されるにつ
れて、仕事と遊びの間に、いっそう有意義な均衡が見出されねばならないのである。
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⒊

⑴

｢想像するのは難しいことだ｣ ｢どうやって人間の社会生活が存在しうるか 想像するのは ｣

｢何らかの種類の言語なしに 存在しうる ｣ ｢言語の出現は｣

｢遠い昔のこと｣ ｢人類の先史時代における 遠い昔のこと ｣ ｢可能にした｣

｢社会のあり方 を可能にした ｣ ｢しかしそれ そのような社会のあり方 を我々は当たり前のことだと思ってるのだが｣

｢言語は我々に重要な進化の上での利点を与えてくれた｣ ｢他の動物たちに勝る 利点を ｣

｢その理由の一つは､それが可能になったからだ｣ ｢我々が情報を共有すること が可能になったからだ ｣

｢明瞭で系統立った 情報 ｣ ｢世代間､および世代を越えて 共有する ｣

｢言語の進化を通して｣

｢我々はまたできるようになった｣ ｢考えることが できるようになった ｣ ｢建設的､かつ分析的に 考えることが ｣

｢他の比較的知能の高い種は｣ ｢たとえばﾁﾝパﾝジｰやｲﾙｶのような 種は ｣

｢ 言語に 匹敵するような方法を発達させなかった｣ ｢自分達の頭の中の資源 情報 を共有するような 言語に匹敵する方法 ｣
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｢その結果として｣ ｢それぞれの動物たちは学ぶことしかできない｣ ｢他者から 学ぶ ｣

｢観察や模倣や共同活動に参加することによって 他者から学ぶ ｣

｢そしてその知識の大半は｣ ｢それぞれのﾁﾝパﾝジｰやｲﾙｶが一生を通して蓄えた 知識の大半は ｣

｢失われてしまうのだ｣ ｢彼らが死んだ時に｣

｢言語は他に類のない進化上の発明である｣ ｢いくつかの動物たちは｣ ｢ﾐﾂバﾁのような｣

｢信頼できる手段を持っている｣ ｢役立つ情報を共有するための 信頼できる手段 ｣ ｢そしてそれは 以下のような身ぶりのｼｽﾃﾑである｣

｢進化の途上で設計され｣ ｢遺伝的にプﾛグﾗﾑされた 身ぶりのｼｽﾃﾑ ｣

｢たった一つの限られた目的のために 設計されプﾛグﾗﾑされた ｣

｢しかし言語は全く異なる種類のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｼｽﾃﾑである｣

｢なぜなら､言語は融通が利き､革新的で｣ ｢要求に応えることができるからだ｣

｢進行中の状況の 要求に ｣ ｢言語は我々ができるようにしてくれる｣

｢新しい考えを生み出し､共有し､そしてそれについて検討する ことができるようしてくれる ｣
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｢そして自分達の行動を一緒に考える ことができるようしてくれる ｣

｢単語は 以下のことを意味する｣ ｢人間が共に合意した意味を 意味する ｣

｢新しい単語が生み出されることが可能だ｣ ｢必要に応じて｣ ｢そしてそれらは組み合わされることが可能だ｣

｢無限の意味を作り出すように 組み合わされる ｣

｢言語は我々ができるようにしてくれる｣ ｢新たな経験についての考えを共有すること ができるようにしてくれる ｣

⇨ ｢言語のおかげで､結果として我々は新たな経験についての考えを共有することができる｣

｢そして共に人生を組み立てることができる ようにしてくれる ｣ ｢しかしこれは他の種にはできないことなのである｣

｢言語は設計されているわけではない｣ ｢用いるための手段として｣

｢正確に不変の形で 用いる ｣ ｢ある個人の脳から別の個人の脳へと 正確に不変の形で用いる ｣

｢もちろん｣ ｢人間は言語を使う｣

｢情報を共有し交換する やりとりする ために｣ ｢きわめて効果的に｣ ｢全体として｣

｢しかし｣ ｢実際的な､日常的なﾚベﾙでは｣ ｢私達は皆知っている｣

｢私達は確実に人々に理解してもらえるとは限らない ということを知っている ｣ ｢正確に自分の意味することを 言わんとすること を｣
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｢ガｲ･ブﾗｳﾆﾝグ氏が｣ ｢ 彼は 仕事の世界に関するジｬｰﾅﾘｽﾄ解説者 なのだが ｣ ｢こう指摘している｣

｢ 万匹の魚群は､『ﾛﾐｵとジｭﾘｴｯﾄ』を書くことはできないかもしれない｣

｢自分達の間で｣ ｢しかし彼らは向きを変えることができる｣ ｢そろって｣ ｢瞬時に 向きを変える ｣

｢言語を使って｣ ｢人間のﾁｰﾑﾘｰダｰは指示を出すことができる｣ ｢ 人からなるﾁｰﾑに｣

｢しかしそれ その指示 は 通りに解釈されうる｣ ｢全く異なったやり方で 解釈されうる ｣

｢誤解は常に生じる｣ ｢我々の最善の努力にもかかわらず｣

｢というのは､曖昧でないたった一つの意味などめったにないからだ｣ ｢見つけ出されることのできるような｣

｢誰かが言葉にしたことの中に 見つけ出される ｣ ｢しかし､解釈における違いは｣

｢常に『誤解』であるとは限らない｣

｢我々が複雑で､興味深い方法で提示された考えを扱う場合｣

｢理解 の仕方 における違いは｣ ｢ごくあたりまえのことである｣ ｢そして時には それは 歓迎されることさえある｣

｢もしそうでなければ､どうしてｼｪｰｸｽピｱの戯曲に新しい解釈がありえるだろうか｣
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｢そして もしそうでなければ どうしてそうした解釈に我々は興味をもつであろうか｣

｢私が思うに｣ ｢多くの著者たちはよく困惑する｣

｢ 以下のことがわかって 困惑する ｣ ｢読者が､彼らの『ﾒｯｾｰジ』を誤解している とわかって ｣

｢しかし彼らは必ずしもこれを自分の落ち度であるとみなすべきではない｣

｢どんな文章であれ､読むという行為は｣ ｢読者の解釈しようという努力にも左右されるものなのだ｣

｢著者のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを図る努力や意図 に左右される だけでなく｣

だけでなく もまた
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【全訳】

なんらかの種類の言語なしに、人間の社会生活がどう存在し得るか想像するのは難しい。遠

い昔の人類の先史時代に言語が生まれたおかげで，我々が当たり前のことだと思うような社

会のあり方が可能となった。

言語は、ほかの動物に比べて非常に重要な進化上の利点を、我々に与えてくれた。それは，

一部には、言語のおかげで世代間および世代を越えて、今までにない明瞭かつ系統立った情

報を共有できるようになったからである。言語の進化を通じて、我々は建設的かつ分析的に

考えることもできるようになった。

チンパンジーやイルカなどほかの比較的知能の高い種は、頭の中に蓄えた情報を共有する

ための言語に匹敵する方法を発達させなかった。その結果、それぞれの動物にできるのは，

観察や，模倣や，共同活動への参加によって他者から学ぶことだけだ。それにそれぞれのチ

ンパンジーやイルカが生涯のうちに蓄えた知識の大半は、それらの死と共に失われてしまう

のである。

言語は進化上比類のない発明である。ミツバチなど一部の動物には、有用な情報を共有す

る信頼できる手段がある。それは、ある限られた つの目的のために、進化の途上で設計さ

れ遺伝的にプログラムされた身振りのシステムを使って行われる。しかし言語は，融通が利

き，革新的で，進行中の状況の要求に腑応することができるので、全く別種のコミュニケー

ションシステムである。言語のおかげで人間は新しい考えを創造し、共有したり、検討した

りできるし、自分たちの行動を一緒に考えることができる。

単語は人間が共に合意した意味を意味し、必要に応じて新語を作り出すことが可能で、そ

れらを組み合わせて無限の意味を作ることができる。言語のおかげで我々は新たな経験につ

いての考えを共有し、共に人生を組み立てることができるが、これはほかの種にはできない

ことである。

言語は１人の脳から別の人の脳へと、寸分適わぬ不変の形で用いる手段として設計されて

きたわけではない。もちろん、人間は全体としては，情報を共有したり、やり取りしたりす

るために極めて効果的に言語を用いる。だが実際的な日常レベルでは、人々に正確に自分の

意味することを確実に理解してもらえるとは限らないことをだれでも知っている。仕事の世

界に関するジャーナリスト解説者のガイ＝プラウニングは、以下のように指摘している。

万匹の魚群は自分たちの間で『ロミオとジュリエット』を書くことはできないかもしれ

ないが、瞬時にそろって向きを変えることができる。人間のチームリーダーは言語を使って

６人から成るチームに指示を出せるが、その指示は６つの全く違ったやり方で解釈される。

最善の努力をしたにもかかわらず、よく誤解が生じるのは、だれかが言葉にしたものの中

にあいまいでないたった１つの意味が見出されることなどめったにないからだ。しかし解釈

の違いはいつも「誤解」であるとは限らない。複雑で興味深い方法で提示された考えを扱う

ときは，理解の仕方に違いが出るのはごく当たり前で、歓迎されるときさえある。そうでな

ければシェークスピアの戯曲の新解釈はあり得ないし、我々がそうした解釈に興味を持つは
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ずはない。著者の多くは、読者が自分の「メッセージ」を誤解したことを知ってよく困惑す

るだろうが、彼らは必ずしもこのことを自分の落ち度と見なすべきではない。どんな文章

であっても読むという行為は、著者のコミュニケーションを図る努力や意図だけでなく、読

者の解釈しようとする努力にもかかっているものなのだ。

－２７－

スラッシュリーディング問題演習


